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令和6年8月31日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：佐藤　裕真
	赤坂
	金井
	坂本
	本川
	城内
	
佐藤（裕）
	菊地
	竹ケ原
	藤原
	上野（夢）

	準
	準
	欠
	休
	休
	〇
	　○
	休
	休
	深

	矢幅
	永瀬
	橘（杏）
	土橋
	大村
	佐藤（美）
	田浦
	北向
	木村
	馬場　　
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	病欠
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	準

	　春日
	織田
	細海
	上野（由）
	橘（み）
	
	　
	
	
	

	深
	休
	休
	休
	休
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・なし

＜入室状況＞
・変更無し

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～主治医より本日夕からラツーダ増量との指示あり。

・榎木平　峰子様～トイレの後、眩暈からしりもちをつき後頭部を床にぶつけている。体温36.6℃、脈拍98回/分、血圧102/72mmHg、酸素飽和度97％。後頭部に腫脹あり、クーリング施行。他不調の訴え無し。主治医不在の為、馬渡Drに報告し意識障害がないのであれば経過観察の指示あり。

・砂庭　清治様～昨日実施の採血結果からCKが高値だったことを報告し、経過観察の指示あり。

・小笠原　瑠香様～主治医より本日からハルシオン追加の為、処方となっている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。午後の開放観察時、詰所前に張り付き、再入室の拒否ありスタッフ2名で対応する。不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。スタッフへの付き纏いや来詰頻回にあり。再入室の拒否あり、スタッフ2名で対応する。早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前、午後二時間ずつの開放観察実施。棟内徘徊し、大声での放歌あり。スタッフ見守りにてトラブルないが早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。壁叩き、スタッフに対し強い口調で話す事あり。粗暴行為には至らず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・砂場　清治様～終日隔離中。自室にて静穏に過ごされている。訪室時退院に関する訴えあるも不穏さや切迫性はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置入院患者様＞
・藤井　崇史様～妄想に左右された言動あるも都度頓服対応で他者トラブル無く経過している。引き続き、措置解除に向けて援助を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・木村　聡～表情の冴えなさあるも不穏さ無く経過している。引き続き、措置解除に向けて援助を行っていく。

